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誕生した背景、および蔡政権の課題とそれに対する取り組みを考察することである。特集 一二の論考から構成さ ている。まず、松本はる香、竹内孝之、川上桃子が異なる角度から、台湾と中国の関係やそれを取り巻く国際関係について検討してい 。続いて竹内と顧瑩華がそれぞれ日本との関係と地域経済統合への参加について論じている。次に内政に議論を移し川上が産業政策・科学技術政策を寺尾忠能が原発およびエネルギー政策を、林成蔚が社会福祉政策を
取り上げて議論している。　
一月の選挙の結果によって、台
湾政治の制度や構造にも大きな変化が生じるとみられ いる。この特集では松本充豊が国会改革を、小笠原欣幸が国民党の今後を考察し、展望している。新しく生まれた時代力量については徐永明立法委員が自ら語っている。さらに、今回の政権交代を大きく後押ししたひまわり運動につい 、それに参加した周馥儀と対話 行い、それを特集の最後に収めている。　
このイントロダクションの残り














党の陳水扁が、 党の連戦と国民党を離れて立候補した宋楚瑜を破って当選し、初の政権交代を実現した。陳は二〇〇四年の総統選挙でも再選を果たすが、八年の任期の間、民進党は立法院において一度も過半数の議席を獲得することはなく、 「完全執政」 実現で
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きなかった。そのため、法案や予算案を思いどおりに通すことができず、国民党資産の処理など 移行期正義に関わる問題も残された。　
陳政権成立以降、民進党など台
湾に強いアイデンティティーを持つ政治勢力は緑と呼ばれ、一方、国民党を中心とする、中華 国へのアイデンティティーが強く、中国に親和的な 治勢力は青（語では「藍」 ）と呼ばれ、両者は激しく対立するようになった。特に台湾独立を積極的に主張するグループは深い緑（深緑） 、中国の統一を志向するグループは深い青（深藍）と呼ばれる。　
緑と青の対立にはエスニック的
な側面もある。現代の台湾社会は四大エスニックグ （族群）から構成されると考えられてい 。まず、漢人と漢人移住以前から台湾に住む「原住民」に分かれる。漢人は戦前 台湾に住む人とその子孫（本省人）と、戦後 中国大陸から移住した とその子孫（外省人）に分かれ、本省人は福佬系と客家系に分かれる。緑 主たる支持者は、人口の多数を占める福佬系本省人である（ただし、福佬系本省人のなかにも青 支持者は一定数い ） 。外省人の多く
は青に属し、緑の支持者は少ない。原住民と客家も青の支持者が多い。　
陳政権は第二期になると、スキ
ャンダルが次々と明るみに出て、人々の厳しい批判 晒された。二〇〇六年九月には、 赤シャツ隊 （紅衫軍）と呼ばれる、陳の辞任を求める運動が盛り上がり、群衆が総統府前の凱達格蘭大道に押し寄せた。　
陳政権は二〇〇〇年の発足当初、
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